
 

 

 

 

 

 

こんにちは！ 

最近ニュースで様々な商品の値上げが話題になっています。 

サラダ油やキャノーラ油 1kg あたり 40 円以上。 

キッコーマンやヤマサ（弊社ではございません）は 4～10％醤

油製品を値上げすると発表しました。 

うまい棒は、1979 年に発売されて以来 40 年以上も 1 個 10 円

を維持していたのですが、4 月より 12 円に値上げされる予定

です。 

これらは大まかに言えば、原料である穀物の天候不順による

不作や中国での消費量拡大によるものです。 

国際的な先物価格も上昇しており、昨年の同時期と比較するとおよそ 70％上昇しているようです。 

 

個人的に困ると感じるのがガソリンの価格です。 

本稿を作成している 2 月 5 日のレギュラーガソリンは、岡山県内平均価格 164.9 円で昨年の同時期が

147.4 円なので 1 年でおよそ 15％上がったことになります。 

なぜこんな事になっているのか書こうと思いましたが、スペースの関係で省略させていただきます。 

是非ご自身で調べてみて下さい。 

ここではガソリンの価格ってどうやって決められているの？と思い調べた事を書いていきます。 

ガソリン価格は原油価格＋税金＋輸送コストで決まってきます。 

原油価格はガソリンの原料の価格です。 

よく 1 バレル〇ドルと報道されるもので 1 バレルは 159 リットル、材料代が上がれば高くなります。 

輸送コストは製油所からの距離で変わっていきます。 

離島や高速道路はガソリン代が高い地域になります。 

最後に、税金についてですが、まずガソリン税というものがあります。 

ややこしいのですが、本則税率と暫定税率の 2 つが課税されています。 

本則税率は固定で 28.7 円、暫定税率は財源が苦しい時に限り課税されており 25.1 円となっています。 

ちなみに暫定税率は 1974 年からずっと続いているようです。 

加えて石油税が 2.8 円、そして最後に税金を含んだガソリン代に消費税が加えられており、税金に税金を

掛ける事が二重課税では無いのかとよく議論になる話です。 

つまり 165 円のうち 70 円くらいが税金になっているわけです。 

あまり普段意識はしていませんが、調べてみると色々勉強になりました。 

それではまたでチュン。 

 

ピーちゃんの イチオシ商品！！ 

赤松 集成 （フリー板）在庫してまチュン！！  

山佐フロンティア(株) 

金岡事業所 川池 寿人 
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